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支所だより 各総合支所管内での身近な出来事や話題などを紹介します

　

　河北地区（旧三芳町）の３公民館（楠河・庄内・三

芳）では、新年度から河北中学校に通う予定の小学６

年生を対象に、入学前に交流を図る「河北中学校区小

学６年生対象学社連携事業」を３年前から企画・実施

しています。地域が誇る国史跡の古代山城跡地がある

永納山への登山をメインに、可能な限りふるさとの遺

産に誇りを感じてもらえるような内容にしています。

　第３回目となる今年度は２月18日に行われ、３小学

校の計44人が参加しました。今回は、市の史跡永納山

城跡保存整備基本計画に基づく植樹事業とタイアップ

し、木の少ない永納山山頂付近で記念植樹を行いまし

た。植樹中は強風に見舞われましたが、子どもたちが

協力して36本の苗木（ネズミサシとヒサカキ）を丁

寧に植樹しました。

　植樹した苗木の横には、伐採木の杭で作った表札を

立て、その表札には名前や日付、好みのイラストなど

を描き、思い出に

残る記念植樹とな

りました。

　この苗木の成長

とともに、河北中

学校の新１年生が

健やかに成長して

いくことを祈って

います。

　２月７日に、徳田小学校から老人保健施設あすかへ

車椅子が贈呈され

ました。同校は、

総合的な学習の時

間に福祉や環境問

題について学んで

おり、その一環で

８年前から「空き

缶を集め、車椅子

を贈ろう」を合言

葉に全校で取り組

んでいます。

　地域の方にもご協力いただき、今では１年に１台購

入できる量の空き缶を集めています。以前は、社会福

祉協議会や徳田公民館にも車椅子を贈りました。

　この日は４・６年生が同施設を訪問し、贈呈式が行

われました。式の後には、施設利用者の方と一緒に体

操をしたほか、けん玉やあやとり遊びを通じて交流し、

楽しいひとときを過ごしました。

　子どもたちからは「車椅子をプレゼントできてよ

かった。また頑張って空き缶を集めたい」「おじい

ちゃん、おばあちゃんが喜んでくれてうれしかった。

車椅子を大切に使ってもらい、長生きしてほしい」と

の声が聞かれました。空き缶集めにこめた子どもたち

の熱い思いが伝わり、とても心温まる一日でした。

空き缶を集め、車椅子を贈ろう
　　　　～徳田小学校の取り組み～

中学校での新生活が
　　　スムーズに始まりますように

旧小松町内の土地改良区では、土地改良施設の適正

な維持管理や、土地改良区の運営基盤の強化などを進

めるため、平成25年度に小松町土地改良区合併推進協

議会を立ち上げました。協議会では、組織の現状の問

題点や合併におけるメリット・デメリットを整理し、

今年７月をめどに新しい「西条市小松町土地改良区」

の設立を目指しています。

　昨年11月１日には、旧小松町に11ある土地改良区の

うち、安井、明穂、大頭、妙口、第二、第四、第五、

第六の８つの土地改良区が賛同し、小松総合支所にお

いて合併の協定と予備契約が締結されました。

　協議会の橋本　市会長は「市などとの連携を図りな

がら、事務経費の節減や組合員の負担軽減に取り組み、

足腰の強い土地改良区の組織にしたい」と話していま

した。

土地改良区の基盤強化を目指して
～小松町土地改良区合併推進協議会～

▲現状の見直しを行い、足腰の強い組織を目指します

▲心をこめて植樹しました

▲雨の日も空き缶を集めます


